
プログラム一覧

2008年10月2日 

OS1
9：00-11：00

パーキンソン病の薬物治療と
非運動症状

司会：瀬川昌也先生、織茂智之先生
共催：日本ベーリンガーインゲルハイム㈱

1.パーキンソン病の痛み
東海大学　神経内科　吉井　文均先生

2. Daytime sleepiness
岡山旭東病院　神経内科　柏原　健一先生

3. パーキンソン病の自律神経症状
名古屋大学　検査部　平山　正昭先生

討論30分

OS2
11：00-12：00

disorder

司会：高橋裕秀先生、坪井義夫先生
共催：キッセイ薬品工業㈱・ファイザー㈱

1. Onset dose and end of dose dyskinesia
愛媛大学大学院病態治療内科　永井　将弘先生

2. Tardive dyskinesia
東京都立神経病院　脳神経内科　横地　房子先生

12：00-13：00 昼　　食

OS3
13：00-14：00

Secondary parkinsonism

司会：山本纊子先生、森　秀生先生
共催：日本イーライリリー㈱

1. Cerebrovascular parkinsonism
慶応義塾大学　神経内科　鈴木　則宏先生

2. Drug-induced parkinsonism
京都市立病院　神経内科　林　　理之先生

OS4
14：00-15：00

パーキンソン病治療ガイドライン
Update

司会：横地正之先生、菊地誠志先生
共催：ノバルティスファーマ㈱

1. AANとMDSの取り組み
　京都大学　臨床神経学　高橋　良輔先生

2.その後の新しい Clinical trial
相模原病院　神経内科　長谷川一子先生

OS5
15：00-16：00

Dopamine agonistsと
fi brotic change

司会：野元正弘先生、田中　真先生
共催：エフピー㈱

1
名古屋第二赤十字病院神経内科　長谷川康博先生

2. ドパミンアゴニストと心臓弁膜症
香川県立中央病院　神経内科　山本　光利先生

OS6
16：00-17：00

Essential tremor

司会：内藤　寛先生、大熊泰之先生
共催：大日本住友製薬㈱

1.  Atypical presentation of essential tremor
和歌山医大　神経内科　近藤　智善先生

2. 本体性振戦の治療
鳥取大学　脳神経内科　中島　健二先生

17：00-17：30 コーヒーブレイク

OS7
17：30-18：30

ボツリヌス毒素治療

司会：梶　龍兒先生、林　明人先生
共催：グラクソ・スミスクライン㈱

1. 一般的適応と治療成績・安全性
榊原白鳳病院　神経内科　目崎　高広先生

2.ボツリヌス毒素治療2）より広い適応を求めて
近畿大学堺病院　神経内科　中村　雄作先生

OS8
18：30-19：30

Neurodegeneration with brain 
iron accumulation

司会：柳澤信夫先生、望月秀樹先生
共催：協和発酵工業㈱

1.  PKAN（Pantothenate kinase associated 
neurodegeneration）

熊本大学大学院神経内科　内野　　誠先生

2. Aceruloplasminemia（無セルロプラスミン血症）
浜松医科大学　第一内科　宮嶋　裕明先生

19：30-22：00 懇親会（宴会場スワン）

プログラム一覧

2008年10月3日 2008年10月4日 

8：00-8：30
教育講演1　司会：中島健二先生、黒岩義之先生
1.Stereotypy
瀬川小児神経学クリニック　野村　芳子先生

教育講演2　司会：植木　彰先生、清水夏繪先生
1.特発性正常圧水頭症の臨床スペクトラムと病態
東北大学　高次機能障害学　森　　悦朗先生

8：30-9：00
2.Corticobasal degenerationの運動障害

東京都老人総合研究所　村山　繁雄先生
2.  萎縮性病変の読影と評価
東京都立神経病院　神経放射線科　柳下　　章先生

9：00-11：00

シンポジウム1　司会：葛原茂樹先生、中野今治先生
前頭側頭型認知症の今日的な問題点

シンポジウム3　司会：横地房子先生、長岡正範先生
パーキンソン病のQOL

1.前頭側頭型認知症総論
群馬大学神経内科　岡本　幸市先生

1. QOLの測定
甲南女子大学　看護リハビリテーション学部　阿部　和夫先生

2.前頭側頭型認知症の分子病態
東京都精神医学総合研究所　新井　哲明先生

2.エビデンスから見たQOL修飾因子
高知大学　老年病・循環器・神経内科　大崎　康史先生

3.前頭側頭葉変性症（FTLD）の臨床診断と画像
福岡大学　神経内科　山田　達夫先生

3.  QOL と介入効果
兵庫医科大学　総合診療内科　立花　久大先生

討論30 論討分 30分

11：00-13：00 食昼・論討ータスポ食昼・論討ータスポ

13：00-15：00

シンポジウム2　司会：久野貞子先生、服部信孝先生
脳の機能画像

1.  パーキンソニズムにおけるアセチルコリン系
旭神経内科リハビリテーション病院　篠遠　　仁先生

CN：Controversy　（13：00-15：00）
 司会：野村芳子先生、伊東秀文先生
1.  Continuous dopaminergic stimulationで 
ジスキネジアは予防できる

YES 国立精神神経センター病院　神経内科　
村田　美穂先生

NO 自治医科大学　神経内科　藤本　健一先生
2.  パーキンソン病の幻覚・妄想の主たる原因は 
薬物である

YES 和歌山医大　神経内科　三輪　英人先生
NO 鳥取大学　脳神経内科　竹島多賀夫先生

3.  Delayed start paradigmで示された治験成績
は神経保護を示唆する

YES関東中央病院　神経内科　織茂　智之先生
NO 宇多野病院　神経内科　水田　英二先生

4. Lewy小体は善玉である
YES 東北大学　神経内科　武田　　篤先生
NO 宇多野病院　臨床研究部　澤田　秀幸先生

2.パーキンソン病のうつ、振戦との関連
久留米大学　呼吸器・神経・膠原病内科　谷脇　考恭先生

3.  Alzheimer 病（AD）と Lewy 小体型認知症
（DLB）の画像診断

金沢大学　神経内科　山田　正仁先生

15：00-15：30 コーヒーブレイク

15：30-17：00

ビデオセッション
司会：近藤智善先生

貴方の診断は ?　－不随意運動・姿勢異常をめぐって－
北祐会病院　神経内科　田代　邦雄先生

17：00-18：00 総　　会
（メイン会場アネックス2）

18：30-22：00
ビデオディナー
（宴会場さくら）


